
平 成 2 9 年 度  事 業 報 告 

平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日 

ＮＰＯ法人 福岡すまいの会 

１）総括  

・福岡県より居住支援法人としての指定を受ける 

・福岡市就労自立支援センター運営事業受託継続 

・福岡市アセスメントセンター運営事業受託継続 

・グループホーム運営事業継続 

・福岡県ホームレス自立支援推進協議会への参加 

・福岡市ホームレス自立支援推進協議会への参加 

・貧困支援ネットワークふくおかへの参加 

   ・福岡市精神保健福祉協議会への参加 

   ・喫茶昭和じかんに対し、JT NPO助成事業助成金、助成決定 

   ・個人の方より百万円の遺贈寄付を受領 

   ・北部九州豪雨災害に際し、東峰村へ有志ボランティアを派遣 

   ・車両老朽化に伴い、車両（ダイハツ ハイゼット）を一台購入 

 

２）就労支援事業 

・福岡市就労自立支援センター及びアセスメントセンターの運営を 

継続受託 

  ・福岡市アセスメントセンター入所者が増加 

   ・稼働率により福岡市への返納金発生 

    

  ３）住居支援事業 

   ・和白地区の利用者：入居 3名 退去 4名 

   ・名島地区の利用者：入居 0名 退去 1名 

   ・城南地区の利用者：入居 3名 退去 1名 

   ・弥永地区の利用者：入居 1名 退去 1名 

      ・空港地区の利用者：入居 2名 

   ・3名の相談者に緊急連絡先引受のみ対応 

      ・住居支援についての統合データベースシステムを自社開発 

    （filemaker pro16を利用 三井住友ボランティア基金助成事業） 

      ・城南区田島 グロリアハイツ、博多区空港前アクセスエアポート、新

サポートホームとして転貸開始 

   ・高齢化等の理由によりサポートホーム間転居 3名 

      ・（株）ボンズインデックスとの連携を先方体制変更により見直し 



 

４）諸相談事業 

   ・“法律相談”福岡県弁護士会と実施 

   ・Ｗｅｂ相談、電話相談実施 

・相談件数 実人数 116人(男性 86名、女性 24名、不明 7名) 

 前年比 26％増 

相談者のアセスメントセンター入所 8名、緊急連絡先引受 1名 

   ・相談支援についての統合データベースシステムを自社開発 

    （filemaker pro16を利用 三井住友ボランティア基金助成事業） 

   ・喫茶昭和じかんでの保留寄付を利用して延べ 19名に食事を無料提供 

   ・赤い羽根共同募金テーマ型募金より、緊急支援に 85,671円を利用 

        (緊急支援物資、入居初期費用、保存食料など) 

   ・就労支援センター退所者のアフターケア事業継続 

 

  ５）生活支援事業 

   ・被保証人 1名が病院にて死去 

   ・サポートホーム入居者 1名が病院にて死去 

   ・サポートホーム入居者 1名が長期療養型病院へ転居 

      ・家庭訪問と電話による安否確認を実施中 

・家庭訪問ボランティア導入（ボランティア参加者 2名 9回実施） 

・高齢化に伴う生活支援方策について各機関と連携中 

   ・高齢化に伴い医療機関等への付添サポート増加中 

      ・障がいのある入居者への就労支援について野の花キャリアサポートと 

連携 

      ・入居者の QOL改善のため自宅の片付け・大掃除を支援 

   ・貸金請求事案につき二名が提訴され、法テラスに同行。自己破産や 

時効援用をサポート 

   ・ハイライフ和白 キッチンスペースを利用しての親睦会継続中 

・喫茶昭和じかん ハイライフ和白の一角を利用し、地域の一般客及び

入居者を対象にした月一回のイベント型喫茶店を実施 

・福津市、夕陽館にて有志レクリエーション（温泉、カラオケ、食事） 

       

  ６）障がい者福祉事業 

   ・指定更新が終了 

   ・サービス管理責任者の安定 

   ・4名が新入居 

   ・4名が自立退去  



 

  ７）広報 

   ・ホームページ随時更新 

・Facebookの活用、ホームページとの連動 

（ホームページアドレス） http://sumainokai.sakura.ne.jp 

         (Ｅメールアドレス) fukuokasumainokai@yahoo.co.jp 

   ・貧困ネットワークふくおかに引き続き参加。赤い羽根共同募金テーマ

型募金について広報を支援  

   ・メディア掲載・放映履歴 

    2017年 6月 20日 朝日新聞夕刊 喫茶昭和じかんについて掲載 

    同日、朝日新聞オンラインに掲載 

    2017年 6月 21日 同記事、Yahoo!ニューストップにて紹介 

   ・調査研究協力 

エム・アール・アイ リサーチアソシエイツ株式会社 

    「ホームレスの実態を踏まえた、生活困窮者自立支援制度における 

一時生活支援事業に関する調査研究」ヒアリング協力 

   ・講演活動や委員会参加等 

・JTNPO助成事業 助成金交付式にて事例発表 

・反貧困ネットワーク広島 年次総会講師 

・生活困窮者自立相談支援事業従事者研修【主任相談支援員】講師 

・福岡県ホームレス自立支援推進会議 委員として参加 

 

 

事業実績（生活困窮者の自立支援及び諸相談） 

事 業 名 住居支援 生活相談 就労支援 職業紹介 健康相談 法律相談 障がい者支援 

相 談 者 数 １１６人 １１６人 １８４人 ０人 １４８人 １７人 １１人 

社会復帰・自立者数  １１人 ０人 ７２人 ０人   ０人  ０人  ４人 

 

※ 相談者数は実人数。実際の相談回数はこれより増える。 

※ 住居支援相談者数には、電話相談を含む。 

※ 健康相談は歯科医科とも就労自立支援センター入所者全員受診した。 

 

 

 

 

 

 

http://sumainokai.sakura.ne.jp/
mailto:fukuokasumainokai@yahoo.co.jp


 

平成２９年度 事業の実施に関する事項報告 

（１）特定非営利活動に関する事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円） 

 

生活困窮者の 

自立のための

住居支援事業 

住居相談 毎日 事務局 
３人 

福岡市内の生活困窮者 

：116人 

19,819 サポート

ホームの

運営 

毎日 東区和白及び 

東区名島 

城南区 

４人 

 

入居者 52人 

生活困窮者の 

自立のための

保証人活動 

事業 

 

保証人 

活動 

 

随時 

事務局及び 

各自の住居 ３人 

 

連帯保証をしている人 

35人 
78 

生活困窮者の 

自立のための

生活支援事業 

 

生活支援 

 

随時 

 

各自の住居 ４人 

 

自立者 87人 61 

 

生活困窮者の 

自立のための

就労支援事業 

 

就労支援 

 

毎日 

 

博多区保護三課、 

就労自立支援 

センター 

アセスメント 

センター 

１７人 

就労自立支援センターと 

アセスメントセンター 

入所者 184人 
   81,658 

生活困窮者の 

諸相談業務 

事業 

緊急支援 随時 
事務局および、 

各自の住居 ２人 

福岡都市圏の生活困窮者 

19人 

0 

生活相談 随時 事務局 

３人 

福岡都市圏の生活困窮者 

約 200人 

0 

生活困窮者の 

自立支援に関

する調査・研

究事業 

 

調査・研究 

 

実施なし 

   

0 

生活困窮者の 

自立支援に関

する出版事業 

 

出版 

 

実施なし 

   

0 

障害者総合支

援法に基づく

障害福祉サー

ビス事業 

 

グループ

ホームの

運営 

 

毎日 

 

城南区 

 

７人 

 

入居者 11人 
8,225 

有料職業  

紹介事業  

職業紹介 通年 就労自立支援 

センター 
７人 

センター入所者他 122人 
1 

（２）その他の事業 

定款の事業名 事業内容 日時 実施場所 従事者の人数 受益対象者の範囲及び人数 支出額（千円） 

文化事業 講演など  実施予定なし   0 

物品販売事業 物品販売  実施予定なし   0 



  

（資料） 

【居住支援法人 福岡県指定 指定通知書】          【朝日新聞掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JT NPO助成事業 交付式】                     

 

【夕陽館 有志レクリエーション】 

 


